
イントロダクションで，移動平均フィルタ・プログラムMovingAverage.hexをdsPICに書き込み

ました．この状態で移動平均フィルタの動作を確認してみましょう．「移動平均フィルタ」について

は後述します．

トレーニング基板の入出力波形の確認は，「SoftOscillo2 CQ Edition」というWindowsアプリケー

ションで行います．SoftOscillo2の設定方法などは，第9章を参照してください．

1.1.1 SoftOscillo2と波形確認の準備

写真1-1のように，トレーニング基板とパソコンをステレオ・ケーブルでつなぎます．なお，通常

のノート・パソコンはLine In（青色ジャック）を装備していないため，ここではデスクトップ型のパ

ソコンを使いましょう．

また，もう一つの入力としてMic In（赤色ジャック）がありますが，これはモノラルであるため使

用できません．
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第1章
ディジタル・フィルタを作って

動かしてみよう

1.1 簡単な移動平均フィルタで動作を確認

トレーニング基板のLINE IN 
端子とパソコンのSpeaker  
Out（緑色のジャック）をつなぐ 

トレーニング基板のLINE OUT 
端子とパソコンのLine In端子 
（青色のジャック）をつなぐ 

MIC In端子（赤色のジャ 
ック）は使わない 

写真1-1 トレーニング基板とパソコンの接続方法

yoshizawa
mihon

yoshizawa
テキストボックス
このＰＤＦは，ＣＱ出版社発売の「dsPIC基板で始めるディジタル信号処理」の一部分の見本です．
内容・購入方法などにつきましては以下のホームページをご覧下さい．
<http://shop.cqpub.co.jp/hanbai/books/30/30991.htm>

http://shop.cqpub.co.jp/hanbai/books/30/30991.htm



